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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第14期

第２四半期
連結累計期間

第15期
第２四半期
連結累計期間

第14期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

営業収益（千円） 1,343,243 1,431,886 2,807,771

経常利益（千円） 574,898 609,925 979,606

四半期（当期）純利益（千円） 504,845 618,820 853,719

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
499,712 656,292 862,663

純資産額（千円） 2,515,443 3,415,821 2,824,395

総資産額（千円） 18,187,447 19,850,082 20,390,710

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1,164.23 1,435.00 1,968.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
1,164.22 1,434.11 1,968.41

自己資本比率（％） 13.5 17.2 13.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
313,199 2,358,037 445,220

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
33,478 1,141,465 50,972

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
417,700 △2,202,282 2,005,092

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
4,770,391 7,804,518 6,507,298

　

回次
第14期

第２四半期
連結会計期間

第15期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 629.27 873.19

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、政府主導による金融緩和や経済政策への期待感から、円安

の進行や株価上昇等、景気回復への明るい兆しが見え始めているものの、欧州財政危機を背景とした国際金融不安

や中国をはじめとした新興国の景気後退といった懸念すべき事項も多く、依然として先行き不透明な状況で推移し

ております。

このような環境の下、当社グループは金融サービスとアウトソーシングを融合させたフレックスペイメントサー

ビス（ＦＰＳ）の更なる推進を図り、「売掛債権の早期買取サービス」、「支払い業務等のアウトソーシング」、

「オーダーメイドの金融サービス」を３つの大きな事業の柱として取組んでまいりました。

　当四半期においては、第１四半期連結会計期間に新たに子会社化したアクリーティブ・メディカルサービス株式

会社の業績が寄与したことにより、債権取扱高、営業収益が増加いたしました。また、営業収益の伸長に加えて、

金融費用を中心としたコスト削減に努めた結果、利益面も前年同四半期を上回る実績となりました。なお、財務体

質の更なる強化を目的として遊休不動産を売却したことにより、特別利益67百万円を計上しております。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、債権取扱高77,454百万円（前年同四半期比15.8％

増）、営業収益1,431百万円（前年同四半期比6.6％増）、営業利益578百万円（前年同四半期比17.2％増）、経常

利益609百万円（前年同四半期比6.1％増）、四半期純利益618百万円（前年同四半期比22.6％増）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況　

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、買取債権の減少、有形

固定資産の売却による収入等により、前連結会計年度末に比べ1,297百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末

における資金残高は7,804百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は2,358百万円（前年同四半期比652.9％増）となりました。これは主に買取債権

の減少によるものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は1,141百万円（前年同四半期は33百万円の獲得）となりました。これは主に有

形固定資産の売却による収入及び連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は2,202百万円（前年同四半期は417百万円の獲得）となりました。これは主に短

期借入金の返済によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

   当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 732,828

計 732,828

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 434,200 434,200
東京証券取引所

市場第一部

当社は単元株制度は

採用しておりません。

計 434,200 434,200 － －

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成25年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日

(注)　

570 434,200 2,650 1,224,474 2,650 2,650

　（注）　新株予約権の行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ドン・キホーテ 東京都目黒区青葉台2-19-10 210,726 48.53

T&Y Venture Partners

業務執行組合員　吉田直樹
東京都千代田区六番町12-15 31,452 7.24

㈱オムニグループ 東京都千代田区麹町1-8-1 24,944 5.74

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱
（信託口）

東京都中央区晴海1-8-11 21,137 4.86

センコー㈱ 大阪府大阪市北区大淀中1-1-30 17,333 3.99

馬亜萍 東京都港区 9,851 2.26

日本証券金融㈱ 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 6,254 1.44

ステート　ストリート　バンク　アン
ド　トラスト　カンパニー
（常任代理人　香港上海銀行東京支
店）　

アメリカ合衆国、ボストン

（東京都中央区日本橋3-11-1）
3,750 0.86

上田義輝 大阪府大阪市浪速区 3,400 0.78

清永敏郎 東京都豊島区 3,060 0.70

計 － 331,907 76.44

　（注）１．日本トラスティ・サービス信託銀行㈱の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は21,137株であります。

　　　　２．上記のほか当社所有の自己株式5,668株（1.30％）があります。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式　      5,668

　

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　    428,532 428,532 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 434,200 － －

総株主の議決権 － 428,532 －

 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

アクリーティブ㈱　
千葉県市川市南八

幡4-9-1
5,668 － 5,668 1.30

計 － 5,668 － 5,668 1.30
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表についてＵＨＹ東京監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,260,338 7,804,518

金銭の信託 246,959 －

買取債権
※2 12,088,152 ※2 10,020,181

売掛金 82,232 91,990

その他 313,998 793,599

流動資産合計 18,991,682 18,710,289

固定資産

有形固定資産 512,322 55,857

無形固定資産

のれん 82,555 273,405

その他 44,598 39,243

無形固定資産合計 127,154 312,649

投資その他の資産

その他 759,550 771,285

投資その他の資産合計
※1 759,550 ※1 771,285

固定資産合計 1,399,027 1,139,792

資産合計 20,390,710 19,850,082
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金
※3, ※4 14,987,000 ※3, ※4 14,563,000

1年内償還予定の社債 300,000 300,000

未払法人税等 97,532 45,053

預り金
※5 653,698 ※5 154,414

賞与引当金 21,371 23,542

その他 272,945 243,310

流動負債合計 16,332,547 15,329,320

固定負債

社債 1,200,000 1,050,000

その他 33,766 54,940

固定負債合計 1,233,766 1,104,940

負債合計 17,566,314 16,434,260

純資産の部

株主資本

資本金 1,221,823 1,224,474

資本剰余金 － 2,650

利益剰余金 1,588,133 2,206,953

自己株式 － △73,684

株主資本合計 2,809,957 3,360,394

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,438 52,117

為替換算調整勘定 － △207

その他の包括利益累計額合計 14,438 51,910

少数株主持分 － 3,516

純資産合計 2,824,395 3,415,821

負債純資産合計 20,390,710 19,850,082
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業収益 1,343,243 1,431,886

金融費用 152,532 105,319

販売費及び一般管理費
※ 697,072 ※ 748,050

営業利益 493,638 578,516

営業外収益

受取利息 339 450

受取配当金 54,373 32,551

受取地代家賃 16,506 16,053

その他 17,947 1,250

営業外収益合計 89,168 50,306

営業外費用

社債利息 － 8,210

賃貸費用 7,817 7,665

その他 90 3,021

営業外費用合計 7,908 18,897

経常利益 574,898 609,925

特別利益

固定資産売却益 － 67,722

投資有価証券売却益 6,598 －

その他 － 13,151

特別利益合計 6,598 80,873

特別損失

減損損失 24,000 －

事務所移転費用 － 2,296

特別損失合計 24,000 2,296

税金等調整前四半期純利益 557,497 688,502

法人税、住民税及び事業税 62,633 65,186

法人税等調整額 △9,982 4,495

法人税等合計 52,651 69,681

少数株主損益調整前四半期純利益 504,845 618,820

四半期純利益 504,845 618,820

EDINET提出書類

アクリーティブ株式会社(E05446)

四半期報告書

10/20



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 504,845 618,820

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,133 37,679

為替換算調整勘定 － △207

その他の包括利益合計 △5,133 37,472

四半期包括利益 499,712 656,292

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 499,712 656,292
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 557,497 688,502

減価償却費 11,998 12,371

減損損失 24,000 －

のれん償却額 2,172 6,279

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,762 △130

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,221 2,170

受取利息及び受取配当金 △54,713 △33,001

社債利息 － 8,210

有形固定資産売却損益（△は益） － △67,722

投資有価証券売却損益（△は益） △6,598 －

買取債権の増減額(△は増加) △14,713 2,273,406

未収入金の増減額（△は増加） △25,884 △2,093

長期営業債権の増減額(△は増加) △174,148 4,159

長期未収入金の増減額(△は増加) 215,621 －

未払金の増減額（△は減少） 814 △13,924

預り金の増減額（△は減少） △226,738 △515,671

前受収益の増減額（△は減少） 10,988 △13,995

未払消費税等の増減額（△は減少） △798 △7,076

その他 △16,544 112,590

小計 294,411 2,454,074

利息及び配当金の受取額 54,713 33,001

利息の支払額 － △7,847

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △35,924 △121,191

営業活動によるキャッシュ・フロー 313,199 2,358,037

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,824 △16,580

有形固定資産の売却による収入 － 532,893

投資有価証券の売却による収入 11,150 1,400

子会社の清算による収入 － 19,262

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

36,790 574,676

子会社株式の取得による支出 △18,854 －

差入保証金の差入による支出 △184 △881

差入保証金の回収による収入 12,417 30,695

預り保証金の返還による支出 △6,017 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 33,478 1,141,465
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 417,700 △1,987,000

社債の償還による支出 － △150,000

株式の発行による収入 － 5,274

自己株式の取得による支出 － △73,684

少数株主からの払込みによる収入 － 3,516

その他 － △389

財務活動によるキャッシュ・フロー 417,700 △2,202,282

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 764,378 1,297,219

現金及び現金同等物の期首残高 4,006,012 6,507,298

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 4,770,391 ※ 7,804,518
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　連結の範囲の重要な変更

　　平成25年５月17日付でアクリーティブ・メディカルサービス株式会社の全株式を取得したことに伴い、第１四

半期連結会計期間より、同社を連結の範囲に含めております。

　また、当第２四半期連結会計期間より、新たに設立したAccretive (Thailand) Co., Ltd.及びAccretive

Holdings (Thailand) Co., Ltd.を連結の範囲に含めております。 

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

投資その他の資産 12,381千円 12,868千円

 

※２　買取債権

債権売却によって、オフバランスされている買取債権残高は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

　 3,297,528千円 1,358,809千円

　

※３　シンジケートローン契約

前連結会計年度（平成25年３月31日）及び当第２四半期連結会計期間（平成25年９月30日）

　当社は、７金融機関（以下「貸付人」という。）及びみずほ銀行（以下「エージェント」という。）と、

総額13,000,000千円のシンジケートローン契約を締結しており、本契約には以下の財務制限条項等がついて

おります。

　財務制限条項等に抵触した場合、多数貸付人（総貸付高の67％以上）の請求に基づくエージェントの借入

人への通知により、期限の利益を喪失します。

（借入人の確約）

　各月末時点における担保対象買取債権の金額から預り金等反対債務の金額を控除した金額とみずほ銀行新

橋支店普通預金口座及び三井住友銀行新宿支店普通預金口座の残高の合計金額の総貸付残高に占める割合

（以下担保割合）が75％を下回らないこと。

（注）前連結会計年度末の担保割合は105.6％、当第２四半期連結会計期間末の担保割合は115.5％でありま

す。

（担保制限条項）

　当社は、本契約締結日以降、本契約が終了し、かつ貸付人およびエージェントに対する本契約上の全ての

債務の履行が完了するまで、多数貸付人およびエージェントが書面により事前に承諾しない限り、借入人ま

たは第三者の負担する債務のために担保提供を行わない。但し、次の各号のいずれかに該当する場合はこの

限りではない。 

①資産取得を目的とする借入金につき、かかる取得資産を担保提供する場合（但し、根担保の提供の場合

は、極度額は当該借入金の額を限度とする）。

②既に担保権が設定された資産を取得する場合（合併、会社分割または事業譲受に伴い既に担保権が設定

された資産を取得する場合も含む）。

③資産流動化の手法により資金調達を行う際に必要な限度で担保提供する場合（但し、根担保の提供の場

合は、極度額は当該資金調達の金額を限度とする）。

④本件納入企業以外の企業より当社が買取る債権を、本契約以外の資金調達を行う際に担保提供する場合

（但し、根担保の提供の場合は、極度額は当該資金調達の金額を限度とする）。

⑤本件と同一のアレンジャー（株式会社三井住友銀行及び株式会社みずほ銀行）により本契約に基づく借

入の借換が行われる場合において、当該借換による借入に基づく債権を担保するために担保提供する場

合。なお、当該担保提供については、本件担保関連契約との関係においても違反となるものではないこ

とを確認する。
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（財務制限条項） 

　当社は、平成25年３月決算期以降、決算期の末日及び第２四半期会計期間の末日において、以下の各号の

条件を充足することを確約する。

①貸借対照表（連結ベース）の純資産の部の金額を負の値としないこと。

②貸借対照表（単体ベース）の純資産の部の金額を負の値としないこと。

③損益計算書（連結ベース）上の経常損益につき、損失を計上しないこと。

④損益計算書（単体ベース）上の経常損益につき、損失を計上しないこと。

　　

※４　当座貸越契約

当社及び連結子会社は、効率的な資金調達のために取引金融機関２行と当座貸越契約及び貸出コミットメ

ント契約を締結しております。これらの契約に基づく借入未実行残高は、次のとおりであります。　

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

当座貸越極度額及び貸出コミットメ

ントの総額　
1,500,000千円 1,500,000千円

借入実行残高　 887,000 938,000

　差引額　 613,000 562,000

なお、これらの契約には、連結及び単体の貸借対照表の純資産の部の金額や連結及び単体の損益計算書の

経常損益等より算出される一定の指標等を基準とする財務制限条項が付加されております。

　

※５　預り金

預り金に含まれている当社の支払代行業務にかかる一時預り金は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

　 594,180千円 886千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

販売促進費 214,312千円 235,083千円

給料手当 130,592 141,761

賞与引当金繰入額 22,879 25,118

貸倒引当金繰入額 786 754

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 5,020,391千円 7,804,518千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △250,000 －

現金及び現金同等物 4,770,391 7,804,518

　　　

（株主資本等関係）

株主資本の著しい変動

 当社は、平成25年６月20日開催の第14期定時株主総会決議に基づき、自己株式5,668株の取得を行いました。

この結果、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が73,684千円増加しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

営業収益及び営業利益の合計額に占める「ＦＰＳ事業」の割合がいずれも90％を超えているため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

営業収益及び営業利益の合計額に占める「ＦＰＳ事業」の割合がいずれも90％を超えているため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 1,164円23銭 1,435円00銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 504,845 618,820

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 504,845 618,820

普通株式の期中平均株式数（株） 433,630 431,234

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 1,164円22銭 1,434円11銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 4 267

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

─────

　

─────

　

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。　 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成25年11月８日

アクリーティブ株式会社

取締役会　御中

 

ＵＨＹ東京監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 谷田　修一　　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鹿目　達也　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアクリーティブ

株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日か

ら平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アクリーティブ株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。　

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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